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Ⅰɽはじめに

　ۙ೥ɼγΠλέݪ໦Λെޙͨ͠࠾ͷΫψΪ΍ίφϥͷ๖ժʹχ
ϗϯδΧʢҎԼɼγΧʣͷ৯ൃ͕֐ੜ͠ɼ৯֐Λड͚ଓ͚Δ͜ͱ
ʹΑΓࢸʹࢮރ͕גΔඃ֐΋ग़͍ͯΔɻγΠλέݪ໦林ͷ๖ժߋ
৽͕γΧͷ৯֐ʹΑ્ͬͯ͞֐ΕΔͱɼޙࠓͷݪ໦څڙʹӨڹΛ
ΊΒΕ͍ͯΔɻٻ͕ࡦͳରٸͱ͔Βɼૣ͜͢΅ٴ
　๖ժ͸ɼ৳௕੒௕͕ૣ͘ɼ୹ؒظͰγΧͷඃ֐Λड͚ͳ͍͞ߴ
·Ͱ੒௕͢ΔͨΊɼεΪ΍ώϊΩ౳ͷබ໦Λ২͑ͨ৔߹ʹൺ΂ͯ
๷আ͕ؒظ୹ͯ͘ྑ͍ͱ͑ߟΒΕΔɻطଘͷ๷আࡐࢿͰ͸ίετ
ͱ࿑ྗ͕աଟʹͳΔ͜ͱ͔Βɼ๖ժʹదͨ͠๷আํ๏ͷ։ൃ͕ඞ
ཁͰ͋Δɻ
　ຊ研究Ͱ͸๖ժࢬʹదͨ͠๷আํ๏ͷཱ֬ͱγΧͷ৯͕֐๖ժ
ͷ੒௕ʹ༩͑ΔӨڹͷղ໌Λ໨తͱͨ͠ɻ

Ⅱɽௐࠪ஍と方法

１．食害状況調査
　γΧͷੜଉີ౓ͱ৯֐ͷؔ܎Λ೺Ѳ͢Δ͜ͱΛ໨తʹݝ಺ͷγ
Πλέݪ໦െޙ࠾ͷ๖ժͷ৯֐ঢ়گΛௐࠪͨ͠ɻ৯֐ঢ়گΛඃ֐
౓ʹΑͬͯԼهͷ ú ۠෼ʹ෼ྨ͠ɼඃ֐஍ͷҐஔ৘ใΛීٴһʹ
ฉ͖औΓௐࠪͨ͠ɻ
ɾඃ֐ͳ͠ɿγΧͷੜଉҬͰ͋Δ͕ɼඃ͕֐ΈΒΕͳ͍
ɾܰඍͳ֐ɿඃ֐͸͋Δ͕ɼܰඍͰ੒林͕ࠐݟΊΔ
ɾܹ֐ɿඃ͕֐ਙେͰ੒林͕ࠐݟΊͳ͍
　ௐࠪʹΑͬͯಘΒΕͨҐஔ৘ใΛ (*4ʢNJDSoJNBHF ࣾɼιϑ
τ໊ɿ5N5NJQTʣʹऔΓࠐΈɼੜଉີ౓෼෍ਤʢେ෼ݝ 2011ʣ
͔Βಘͨௐࠪ஍఺ͷੜଉີ౓ʢ಄ �ὕʣͱඃ֐౓ͷؔ܎Λൺֱ͠
ͨɻ
　
２．食害影響調査
　৯֐Λड͚ͨגͷ଱ੑٱͱ৯ޙ֐ʹ๷আΛࡍͨ͠ࢪͷ๖ժ੒௕

Λ೺Ѳ͢Δ͜ͱΛ໨తͱͨ͠ɻגͷ଱ੑٱʹ͍ͭͯ͸ɼେ෼ݝத
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2 ೥ؒੜଘ཰Λௐࠪ͠ɼגͷ଱ੑٱΛධՁͨ͠ɻ
　৯ޙ֐ʹ๷আΛࡍͨ͠ࢪͷ๖ժ੒௕ʹ͍ͭͯ͸ɼத௡ࠃࢁࢢொ
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３．防除試験
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߹͍ʹΑΔ๷আޮՌͷ૿େΛظ଴ͯ͠༻͍ͨʢࣸਅʵ̍ʣɻ྆ࢿ
͸ɼ௨ৗͷγΧωοτΑΓ҆Ձʹઃஔ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷΔɻ๷আࡐ
ͳ͍ɼߦճΓΛݟ஍ͷݧࢼʹతظͷޮՌΛ֬ೝ͢ΔͨΊɼఆࡐࢿ
ิम΍৯֐ͷ༗ແΛ͢࡯؍Δͱͱ΋ʹɼ੒௕ظࢭٳͰ͋Δ 11 ݄
ʹੜଘ͍ͯ͠Δ๖ժͷ࠷େथߴΛଌఆͨ͠ɻ
　·ͨɼ֤林෼ʹ͓͍ͯ๷আࡐࢿΛઃஔ͠ͳ͔͔ͬͨגΒ 30 ג
ఔ౓ΛϥϯμϜʹબͼɼൺֱର৅ͷແॲཧͱͯ͠ѻͬͨɻ

Ⅲɽ結果と考察

１．食害状況調査
　৯֐ঢ়گௐࠪͷ݁Ռɼ1�� ஍఺͔Β৘ใ͕ಘΒΕɺඃ֐ܹ͕֐
ʹͳΔ΄Ͳɼੜଉີ౓͕͕޲܏͍ߴΈΒΕͨʢਤʵ̍ʣɻγΧ͕
৯΂Δ২෺ʹ͸ᅂੑ޷ͷ͕ࠩ͋ΓɼγΧ͕গͳ͘ඃ৯ѹ͕௿͍ঢ়
ଶͰ΋සൟʹ৯͞֐ΕΔ২෺छͱɼඃ৯ѹ͕ߴ·ͬͨঢ়ଶͰͷΈ
ඃ৯͞ΕΔ২෺छ͕ଘ͢ࡏΔ͜ͱ͕஌ΒΕ͍ͯΔʢখ஑ 2013ʣɻ
ΫψΪ͸ɼ๖ժൃੜॳظ΍৽ժͷظ࣌Λআ͖ɼγΧͷ৯෺ͷதͰ
΋ᅂ͕ੑ޷௿͍͜ͱ͕͑ߟΒΕͨɻ
　
２．食害影響調査
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ͱ͕๬·͍͠ͱ͑ߟΒΕͨɻࠃࢁொͷݧࢼ஍Ͱ͸ɼù ೥ؒ৯֐Λ

ड͚ͯ΋໿ ÿ ׂ͕ੜଘ͍͕ͯͨ͠ɼੜଘ͍ͯ͠Δגͷ๖ժࢬͷฏ
�.͸ɼ�1ߴथۉ ʶ 27.�DN ͱܹ͍͠৯֐Λड͚͍ͯͨ͜ͱ͔Βɼ
ΒΕͨɻ͑ߟՃ͢Δͱ૿͕גΔ͢ࢮރɼޙࠓ
　ø ೥৯֐Λड͚ͨޙʹ๷আΛͨ͠ࡍͷ๖ժͷ੒௕ͱ ù ೥৯֐Λ
ड͚ͨޙʹ๷আΛͨ͠ࡍͷ๖ժͷ੒௕Λൺֱͨ͠ͱ͜Ζɼ๷আޙ
ͷथߴ੒௕ʹࠩ͸ΈΒΕͳ͔ͬͨʢਤʵ̏ʣɻ͜ͷ݁Ռ͔Βɼ৯
ظͷ๖ժͷ੒௕͸ޙੜଘ͍ͯ͠Ε͹ɼ๷আ͕גΛड͚ଓ͚ͯ΋֐
଴Ͱ͖Δͱ͑ߟΒΕͨɻ
　
３．防除試験
　๷আݧࢼͷ݁Ռɼ๷ௗωοτ͓Αͼःޫωοτ಺ͱແॲཧͱͷ
ؒͰ͸ɼΫψΪ๖ժͷथߴʹ͍ͭͯେ͖ͳ͕ࠩ͋ΓɼγΧͷ৯֐
ʹରͯ͠ҰఆͷޮՌ͕ೝΊΒΕͨʢਤʵ̐ʣɻ
　๷ௗωοτʹ͍ͭͯ͸ɼγΧ͕ωοτΛഁͬͯ಺෦΁৵ೖͨ͠
͕ɼఆظతʹิम͢Δ͜ͱʹΑΓɼ๷আޮՌΛҡ࣋͢Δ͜ͱ͕Ͱ
͖ͨɻःޫωοτ͸ɼ෩ʹΑΔӨڹΛ͘ڧड͚͕ͨɼॊೈੑͷ͋
Δࢧப΍ཱ໦Λར༻ͯ͠ઃஔ͢Δ͜ͱͰӨڹΛ؇࿨Ͱ͖Δͱ͑ߟ
ΒΕΔɻ
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写真－１.遮光ネットの施工例 

Ⅲ．結果と考察 

１．食害状況調査 

食害状況調査の結果，159 地点から情報が得られ、

被害が激害になるほど，生息密度が高い傾向がみられ

た(図－１)。シカが食べる植物には嗜好性の差があり，

シカが少なく被食圧が低い状態でも頻繁に食害される

植物種と，被食圧が高まった状態でのみ被食される植

物種が存在することが知られている(小池 2013)。クヌ

ギは，萌芽発生初期や新芽の時期を除き，シカの食物

の中でも嗜好性が低いことが考えられた。 

 

図－１.食害状況調査の結果 
２．食害影響調査 

株の耐久性について，52 株について調査の結果，両

試験地ともクヌギ萌芽が２年続けて食害を受けると生

存率は低下していた(図－２)。枯損が顕著な耶馬渓町

の試験地では，２年後の生存率は 48.6％に低下してい

たことから，原木林を維持していくためには，萌芽の

再生力が維持されている伐採後１年以内に防除するこ

とが望ましいと考えられた。山国町の試験地では，２

年間食害を受けても約８割が生存していたが，生存し

ている株の萌芽枝の平均樹高は，51.8±27.9cm と激し

い食害を受けていたことから，今後，枯死する株が増

加すると考えられた。 

１年食害を受けた後に防除をした際の萌芽の成長と

２年食害を受けた後に防除をした際の萌芽の成長を比

較したところ，防除後の樹高成長に差はみられなかっ

た(図－３)。この結果から，食害を受け続けても株が

生存していれば，防除後の萌芽の成長は期待できると

考えられた。 

 

図－２.食害年数と生存率の関係 

 
図－３.食害年数と防除後の萌芽枝の樹高成長 

３．防除試験 

防除試験の結果，防鳥ネットおよび遮光ネット内と

無処理との間では，クヌギ萌芽の樹高について大きな

差があり，シカの食害に対して一定の効果が認められ

た（図－４）。 

防鳥ネットについては，シカがネットを破って内部

へ侵入したが，定期的に補修することにより，防除効

果を維持することができた。遮光ネットは，風による

影響を強く受けたが，柔軟性のある支柱や立木を利用

して設置することで影響を緩和できると考えられる。 

 

図－４.山国町における防除試験の結果 
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Ⅲ．結果と考察 

１．食害状況調査 

食害状況調査の結果，159 地点から情報が得られ、

被害が激害になるほど，生息密度が高い傾向がみられ

た(図－１)。シカが食べる植物には嗜好性の差があり，

シカが少なく被食圧が低い状態でも頻繁に食害される

植物種と，被食圧が高まった状態でのみ被食される植

物種が存在することが知られている(小池 2013)。クヌ

ギは，萌芽発生初期や新芽の時期を除き，シカの食物

の中でも嗜好性が低いことが考えられた。 

 

図－１.食害状況調査の結果 
２．食害影響調査 

株の耐久性について，52 株について調査の結果，両

試験地ともクヌギ萌芽が２年続けて食害を受けると生

存率は低下していた(図－２)。枯損が顕著な耶馬渓町

の試験地では，２年後の生存率は 48.6％に低下してい

たことから，原木林を維持していくためには，萌芽の

再生力が維持されている伐採後１年以内に防除するこ

とが望ましいと考えられた。山国町の試験地では，２

年間食害を受けても約８割が生存していたが，生存し

ている株の萌芽枝の平均樹高は，51.8±27.9cm と激し

い食害を受けていたことから，今後，枯死する株が増

加すると考えられた。 

１年食害を受けた後に防除をした際の萌芽の成長と

２年食害を受けた後に防除をした際の萌芽の成長を比

較したところ，防除後の樹高成長に差はみられなかっ

た(図－３)。この結果から，食害を受け続けても株が

生存していれば，防除後の萌芽の成長は期待できると

考えられた。 
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３．防除試験 

防除試験の結果，防鳥ネットおよび遮光ネット内と

無処理との間では，クヌギ萌芽の樹高について大きな

差があり，シカの食害に対して一定の効果が認められ

た（図－４）。 

防鳥ネットについては，シカがネットを破って内部

へ侵入したが，定期的に補修することにより，防除効

果を維持することができた。遮光ネットは，風による

影響を強く受けたが，柔軟性のある支柱や立木を利用

して設置することで影響を緩和できると考えられる。 
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